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－ は じ め に －

皆様におかれましては、日頃より警察運営に対しまして、深い御理
解と御協力を賜っておりますことに厚く御礼申し上げます。
このたび発行する『令和５年 犯罪のあらまし』は、静岡県内及び熱

海市内で発生した犯罪や熱海警察署で取扱った行方不明事案や交通事
故等の概況をまとめたものです。
令和５年中の刑法犯認知件数は、静岡県全体では１万5,612件であり、

令和４年と比較すると1,343件増加しました。
静岡県内の認知件数が増加したのは、21年ぶりであります。
一方で、熱海市の令和５年中の刑法犯認知件数は、167件と令和４年

に比べ１件増加しておりますが、ほぼ横ばいとなっています。
特殊詐欺については、静岡県全体で353件（前年対比-63件）被害総

額は、約７億5,983万円（前年対比－１億4,158万円）と件数、被害金
額共に減少しています。
熱海市内の特殊詐欺の被害件数は５件（前年対比＋３件）被害総額

は約1,600万円（前年対比＋1,460万円）と件数、被害金額ともに増加
しています。
観光回復に伴い、熱海市内の交通事故の増加が懸念されたところで

ありましたが、各種観光客に対する事故防止対策等が功を奏し、人身
事故の件数は令和５年中133件（前年対比－12件）と減少しました。
しかし、物損事故は令和５年中約1,650件（前年対比＋約180件）発

生しており、予断を許さない状況であります。
また令和５年中、行方不明や保護などで認知症を患う高齢の方の取

扱いが49件ありました。
これを受け熱海警察署では、熱海市民の皆様に安心して外出してい

ただき、有事の際には、迅速に捜索発見をして命を守ることに繋げる
ため、デジタル機器を活用した「いつでもボランティア」と題した対
策を令和６年２月より開始させていただきました。
熱海警察署としましては、市民の方にも、観光で訪れる方にも『安

全・安心なまち熱海』と感じていただけるよう努めてまいりますので、
今後とも市民の皆様や関係機関の方々の御理解と御協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。
なお、この資料が、地域における安全活動などに少しでもお役に立

てば幸いです。

令和６年３月吉日

熱海警察署長



文 中 用 語 の 説 明

認 知 件 数 ･･････ 届出、現行犯逮捕等なんらかのきっかけにより
犯罪の発生を知った件数

解 決 件 数 ･･････ 管内の事件が検挙解決された件数
（他署での検挙を含む）

検 挙 件 数 ･･････ 検挙した件数
（他署管内発生事件検挙含む）

凶 悪 犯 ･･････ 殺人、強盗、放火、不同意性交等の罪

粗 暴 犯 ･･････ 傷害、暴行、恐喝、脅迫等の罪

窃 盗 犯 ･･････ 屋内盗、屋外盗、すり等すべての泥棒

重 要 窃 盗 犯 ･･････ 窃盗犯のうち、侵入盗、自動車盗、ひったくり、
すりの手口のもの

知 能 犯 ･･････ 詐欺、横領等の知能的犯罪

風 俗 犯 ･･････ 賭博、わいせつ行為等風俗を乱す罪

そ の 他 ･･････ 失火、盗品譲受け、住居侵入等の罪

犯 罪 少 年 ･･････ 罪を犯した１４歳以上２０歳未満の少年

触 法 少 年 ･･････ 刑罰法令に触れる行為をした１４歳未満の少年

刑 法 犯 少 年 ･･････ 刑法を犯した犯罪少年及び触法少年

特別法犯少年 ･･････ 刑法犯以外の法令に違反した少年（交通除く）

ぐ 犯 少 年 ･･････ 保護者の正当な監護に服しない性癖があるなど
の一定の理由があって、その性格又は環境に照
らして将来犯罪を犯し、又は刑罰法令に触れる
行為をするおそれのある少年

不良行為少年 ･･････ 刑罰法令には触れないが、家出、喫煙、その他
自己又は他人の徳性を害する行為等、好ましく
ない不良行為のあった少年
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総数 15,612件

１ 刑 法 犯

第１ 静岡県下の犯罪

ー認知件数は２１年ぶりに増加ー

(1) 刑法犯の推移

令和５年中の刑法犯認知件数は、

15,612件で、前年に比べ1,343件

（＋9.4％）増加しました。

これは１日平均43件、約34分に

１件の発生になります。
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(3) どんな犯罪が多いか

令和５年中認知された15,612件の
犯罪は、窃盗犯が10,145件と全体の
65％を占めます。

次いで粗暴犯12.4％、知能犯5.4％
の順となっています。

犯罪の傾向を見ると、自転車盗や
万引きは増加しましたが、空き巣や
置引きは減少しました。

また重要犯罪では、放火・殺人が
増加しました。

発 生 件 数 比 率

総 数 15,612 100.0％

窃 盗 犯 10,145 65.0％

粗 暴 犯 1,929 12.4％

知 能 犯 848 5.4％

風 俗 犯 306 2.0％

凶 悪 犯 177 1.1％

そ の 他 2,207 14.1％

種別 区分

刑法犯認知状況

(4) 暴力団犯罪の推移

令和５年中の暴力団犯罪検挙状況は
検挙件数 298件（前年比30件増）
検挙人員 272人（前年比43人減）

でした。
暴力団は、拳銃を使用した凶悪な事件や

組織的な対立抗争事件を引き起こすなど、
依然として社会的に大きな脅威となってい
ます。

近年では、恐喝や薬物密売と

いった伝統的な資金獲得活動や

民事介入暴力に加え、組織実態

を仮装、隠蔽しながら、各種事

業活動を行ったり、特殊詐欺へ

の関連や公的給付金の不正受給

など、社会経済情勢の変化に応

じた多種多様な資金獲得活動を

活発化させています。

485

662

567

465

268
298

407
352 369

304
229

272

0

100

200

300

400

500

600

700

H30 R1 R2 R3 R4 R5

暴力団犯罪検挙の推移

件数 人員

※比率は四捨五入で計算しているため、数値に
ズレがある場合があります
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２ 特 別 法 犯

ー検挙件数は増加、
検挙人員は微減ー

令和５年中の検挙件数は、
1,569件で、前年と比べ50件
(3.3%)増加し検挙人員は、
1,362人で比べ３人(0.2%)減少
しました。

法令別では、大麻取締法違
反が241件で最も多く、次いで
覚醒剤取締法違反が221件、軽
犯罪法が161件となっています。
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３ 少 年 犯 罪

令和５年中検挙・補導された少年は、
刑法犯・特別法犯合わせて752人で、
前年に比べ８人（1.1%）減少しました。

検挙・補導の主だったところでは、
刑法犯は585人で、そのうち窃盗が305
人で前年に比べ23人減少しました。特
別法犯は167人でそのうち児童買春・
児童ポルノ禁止法違反が73人で前年に
比べ19人減少し、大麻取締法違反が
31人と前年に比べ15人増加しました。

学識別では、高校生が最も多く、全
体の約33%を占めています。

ー高校生が約３割を占めるー

ー３ʷ



１ 刑 法 犯

第２ 熱海警察署管内の犯罪

ー窃盗犯が増加ー

(1) 刑法犯発生の推移

令和５年中の刑法犯認知件
数は、167件で、前年に比べ
１件（0.6%）増加しました。

罪種別では、
窃盗犯が101件（60.5%）
粗暴犯が 31件（18.6%）
知能犯が 12件（ 7.2%）
（詐欺など）

となっています。
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罪種別認知状況（件数） R4 R5

窃盗犯 知能犯 粗暴犯 凶悪犯 風俗犯 その他 合計

令和５年 101 12 31 2 5 16 167

前年対比 ＋29 ＋６ ʷ2 ʷ1 ʷ15 ʷ16 ＋１
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ー南熱海交番管内と紅葉ガ丘交番管内が増加し、中央交番管内が減少ー

(2) 交番・駐在所別にみた認知状況

交番・駐在所別認知件数は、
中央交番管内 59件 駅前交番管内 37件
南熱海交番管内 30件 紅葉ガ丘交番管内 27件
伊豆山交番管内 ９件 泉駐在所管内 ２件

となっています。

このうち、南熱海交番管内が前年に比べ11件（57.9%）増加、紅葉ガ
丘交番管内が前年に比べ11件（68.8%）増加し、中央交番管内が28件
（32.2%）減少したことが目立ちます。

泉管内
２(-3)

伊豆山管内
９(-2)

紅葉ガ丘管内
２７(+11)

駅前管内
３７(+10)

中央管内
５９(-28)

南熱海管内
３０(+11)

(  )内は前年対比
※一部事件は、場所が特定できないなど
の理由があり、管内合計値と警察署年間
認知件数にズレがあります。
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(3) 窃盗の手段・方法

窃盗犯の認知件数は、101件で、前年に比べ29件（40.3%）増加しま
した。

手口別では、万引きが28件で最も多く、次いでオートバイ盗８件、
出店荒し７件、車上ねらい６件、職場ねらい５件などの順になってい
ます。
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侵入窃盗 乗り物盗 非侵入窃盗
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(4) 罪種別、年齢別の検挙・補導状況

刑法犯で検挙・補導した人員は、
20歳以上78人 20歳未満（少年）３人 合計81人

で、前年に比べ、20歳以上は20人減少、少年は４人減少しました。
年代別では、

70歳以上 15人 60代 15人 40代 15人
50代 13人 30代 12人 20台 ８人

となっています。
罪種別では、粗暴犯が38人で最も多く全体の46.9%を占め、

次いで窃盗犯25人、風俗犯４人、知能犯３人、凶悪犯１人の
順になっています。
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35

40

罪種別検挙状況（人数）
R4 R5

窃盗犯 知能犯 粗暴犯 凶悪犯 風俗犯 その他 合計

令和５年 25 (9) 3 (1) 38 (6) 1 4 10 (1) 81 (17)

前年対比 ʷ4 ０ ＋17 ʷ2 ＋2 ＋3 ＋16

(  )内は女子

年齢別状況

令和５年
81人
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２ 特 別 法 犯

令和５年中に検挙した特別法令違反（刑法犯以外のもの）は、36件
32人で、前年にくらべ16件、14人増加しています。

令 和 ５ 年 令 和 4 年 増 減
人 員検挙件数 検挙人員 検挙件数 検挙人員

覚 醒 剤 取 締 法 １ 1 4 2 ʷ1

大 麻 取 締 法 １ 1 0 0 ＋1

銃 刀 法 2 2 1 1 ＋1

児童買春・児童ポルノ法 2 2(2) 4 1 ＋1(2)

漁 業 法 1 2 2 4 ʷ2

迷 惑 行 為 防 止 条 例 11 5 3 3(1) ＋2

廃 棄 物 処 理 法 2 2 1 1 ＋1

軽 犯 罪 法 10 11 3 4 ＋7

そ の 他 6 6 2 2 ＋4

計 36 32(2) 20 18(1) ＋14(1)

特別法犯検挙前年対比

(  )内は少年
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法令別検挙状況

第３ 暴力団の犯罪

0 0 0

1

2

0

5

0 0 0 0

1

0

1

2

3

4

5

6

暴力団犯罪状況【熱海警察署】（人数）

R4 R5

恐喝 傷害 窃盗 脅迫 覚醒剤 その他 合計

令和５年 5 0 0 0 0 1 6

前年対比 ＋5 0 0 ʷ1 ʷ2 ＋1 ＋3

令和５年中、当署管内で
は６人を検挙し前年よりも
３人増加しました。
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１ 刑 法 犯 少 年

第４ 少年の非行

令和５年中、熱海警察署管内で検挙・補導
した刑法犯少年は３人で、前年に比べ４人減
少しました。
罪種別では、窃盗犯３人となっています。

(1) 罪種別状況

(2) 学識・年齢別状況

刑法犯少年の学識別は、３人いずれも学生・生徒でした。
学生・生徒は、高校生１人、中学生２人となっています。
年齢別では、14歳、15歳、17歳が一人ずつとなっています。

令和５年 令和４年

刑 法 犯 総 数 ３ ７

学

識

別

学 生 ・ 生 徒 ３ ５

小 学 生

中 学 生 ２

高 校 生 １ ５

そ の 他

有 職 少 年 １

無 職 少 年 １

年

齢

別

触

法

少

年

10歳未満

1 0 歳

1 1 歳

1 2 歳

1 3 歳

犯

罪

少

年

1 4 歳 １

1 5 歳 １

1 6 歳

1 7 歳 １ ２

1 8 歳 ５

1 9 歳

刑法犯少年学識別・年齢別状況（人数）

学識別
３人

年齢別
３人
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(3) 窃盗の手口別、年次別状況

窃盗で検挙・補導した人員は３人で、手口はいずれも万引
きとなっています。
少年は、罪の意識が低いことから安易に非行に走る傾向が

見受けられます。
少年非行の主流であるオートバイ盗、万引きの最近６年間

の推移は下記のとおりです。

ー手口は万引きー
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特定非行の推移（平成30年～令和５年）

万引き

オートバイ盗
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4

4.5

窃盗手口別検挙補導状況
R4 R5

自動車盗 万引き 合計

令和５年 ０ ３ ３

令和４年 ４ ０ ４
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２ 特別法犯少年

特別法犯（刑法犯以外）で検挙された少年２人で、14歳中学生
と15歳の高校生でした。

令和５年 令和４年

特 別 法 犯 総 数 ２ １

学

識

別

学 生 ・ 生 徒

小 学 生

中 学 生 １

高 校 生 １

そ の 他

有 職 少 年

無 職 少 年 １

特別法犯少年学識別・年齢別状況（人数）

令和５年 令和４年

年

齢

別

触

法

少

年

10歳未満

1 0 歳

1 1 歳

1 2 歳

1 3 歳

犯

罪

少

年

1 4 歳 １

1 5 歳 １

1 6 歳

1 7 歳

1 8 歳 １

1 9 歳
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３ 不 良 行 為

令和５年中の不良行為少年は233人で、前年に比べ139人(147.9%)
増加しています。
行為別では、喫煙、深夜徘徊で全体の74.7%を占めており、喫煙

と深夜徘徊の増加が目立ちます。

年齢別
233人
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不良行為別状況（人数）
R4 R5

喫煙 深夜徘徊 不良交友 飲酒 その他 合計

令和５年 116(9) 58(18) 27(3) 22(5) 10(4) 233(39)

令和４年 52(2) 22(3) 5 13(2) 2 94(7)

(  )内は女子

学識別
233人
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１ 行方不明の状況

第５ 行方不明、保護

令和５年中の行方不明の受理件数は、24人（うち女性５人）、
24人はいずれも20歳以上でした。

男女別
24人

0

3
1 2 3
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0

0

1 0

1
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8

10
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14

年代別（人数）
男性 女性

男女別

１０

代

２０

代

３０

代

４０

代

５０

代

６０
歳
以上

男 性 ０ ３ １ ２ ３ １０

女 性 ０ ０ １ ０ １ ３

4 4 4

7

1
0

1

3

0

2

4

6

8

10

12
種別（人数）

男性 女性

事
故
遭
遇

自
殺
企
図

自
給
無
能
力

そ
の
他

男 性 ４ ４ ４ ７

女 性 １ ０ １ ３
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※ 内認知症が原因と思われる行方不明が６人



２ 保護の状況

令和５年中に取扱った保護は、
男性75人、女性67人の合計142人
で、前年よりも11人増加しました。
保護の種別をみますと、認知症

（65歳以上）が42人と最も多く、
続いて、酔っ払い、精神錯乱者の
順になっています。
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認
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自
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図
者

病
人
・
負
傷
者

迷
い
子

精
神
錯
乱
者

そ
の
他

男 性 １３ ２５ ６ １ ２ ８ ２０

女 性 ３０ １０ ０ ６ ２ ４ １５

保 護 種 別 人 員 比 率

認 知 症 43人 30.3%

酔 っ 払 い 35人 24.6%

自 殺 企 図 者 ６人 4.2%

病人・負傷者 ７人 4.9%

迷 い 子 ４人 2.8%

精 神 錯 乱 者 12人 8.5%

そ の 他 35人 24.6%

合 計 142人

※比率は四捨五入で計算しているため、数値
にズレがある場合があります
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110番通報の適正利用をお願いします。

110番通報時に映像通報を依頼する場合があります。



１ 県指定抑止対象「身近な犯罪」の状況

第６ 地域の犯罪情勢に即した効果的な犯罪抑止対策

「犯罪に強い社会づくり」の実現に向け、地域住民の安全・安
心を確保する観点から、地域の犯罪情勢に即した諸活動を推進し
てきました。
令和５年中、県内では、「自転車盗」「万引き」は増加しまし

たが、「特殊詐欺」「部品ねらい」「空き巣」は減少しました。
また、熱海市内では、「オートバイ盗」「万引き」「空き巣」

「特殊詐欺」が増加しました。

(1) 県指定抑止重点犯罪認知状況

県下

R5 R4 増減

身近な犯罪合計 7,218 6,469 +749

空 き 巣 230 261 -31

忍 込 み 81 103 -22

自 動 車 盗 58 58 0

オ ー ト バ イ 盗 191 127 +64

自 転 車 盗 2,586 2,264 +322

車 上 ね ら い 744 551 +193

部 品 ね ら い 178 216 -38

不同意わいせつ 131 124 +7

万 引 き 2,666 2,349 +317

特 殊 詐 欺 353 416 -63

R5 R4 増減

身近な犯罪合計 52 51 +1

空 き 巣 4 0 +4

忍 込 み 0 0 0

自 動 車 盗 1 0 +1

オ ー ト バ イ 盗 8 1 +7

自 転 車 盗 0 1 -1

車 上 ね ら い 6 3 +3

部 品 ね ら い 0 3 -3

不同意わいせつ 0 18 -18

万 引 き 28 23 +5

特 殊 詐 欺 5 2 +3

熱海警察署管内

(2) 当署管内の署指定抑止重点犯罪認知状況

R5 R4 増減

オ ー ト バ イ 盗 8 1 +7

特 殊 詐 欺 5 2 +3
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２ 地域安全活動

「地域安全活動」とは、安全で住みよい地域社会を実現するために、警
察が行う地域安全活動とともに、地域住民の生活に危険を及ぼす犯罪、事
故及び災害を地域住民自らが未然に防止する活動を言います。活動の中心
となっている「地域安全推進員」は、住民が安全で安心して住める地域社
会をつくるため、住民が自ら行う地域安全活動のリーダーとして活動して
おり、地域の事情に精通している方々の中から各交番・駐在所単位に選任
して、防犯協議会⾧である市⾧と警察署⾧が連名で委嘱します。
当署管内では、令和５年度において４７名（内女性８名）の地域安全推

進員が活動しています。

駅 前 交 番 連 絡 会 １０人

中 央 交 番 連 絡 会 ８人

紅葉ガ丘交番連絡会 ８人

伊豆山交番連絡会 ６人

南熱海交番連絡会 １０人

泉 駐 在 所 連 絡 会 ５人

地 域 安 全 協 議 会

地域安全推進員の活動
地域安全推進員の委嘱

ー22ʷ

「特殊詐欺」被害防止

各金融機関において「特殊詐欺被害発
生ゼロの日」に伴う被害防止キャン
ペーンを実施し、高齢者を中心に依然
被害が絶えないオレオレ詐欺への注意
喚起を行いました。
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海水浴場で被害防止

夏の行楽シーズンに合わせて、海水浴場で盗撮や痴漢、置引きの被害防止に向けた
キャンペーンを実施し、注意を呼びかけました。

乗 り 物 盗 被 害 防 止

昨年度は、管内でオートバイ盗が多く発生したこともあり、熱海駅前周辺で、オート
バイ盗被害防止対策活動を行いました。

地 域 安 全

『あたみ防衛防災フェスタ』
に警察コーナーを設け、広報
啓発活動を実施しました。
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新入学児童の見守り活動

春は、初めて通学路を歩く新入学児童に対する街頭指導や､｢笑顔溢れる熱海の思い出
をお持ち帰り頂く」ことを目的にGW観光客に対する広報啓発活動を行いました。

レンタカー事故防止対策

夏は、市内レンタカー店舗に｢事故防止チラシを利用客に閲覧して頂く｣ことの協力依頼
や、伊豆の玄関口であるビーチライン料金所で広報啓発活動を行いました。

横断歩行者指導の実施

秋は、敬老の日に併せ、高齢歩行者に対する横断歩道の渡り方の指導や、高齢者が集
まるJAにおいて､高齢ドライバーに対する高齢者マーク貼付の意識高揚を図りました。

身体能力把握の呼びかけ

観 光 ド ラ イ バ ー 対 策

G W 観 光 客 対 策

国道135号上での飲酒検問

高齢者マーク貼付促進活動

冬は、｢人生100年時代の日」に併せ、高齢者に健康状態や身体能力を自覚させて安全
運転・安全歩行を呼び掛ける活動や､年末の飲酒検問を大体的に行いました。

３ 交通安全活動
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４ 警察ボランティア感謝祭の開催

日頃から各種警察活動にご尽力いただい
ている警察ボランティアの方々に感謝を伝
えるとともに、町全体でボランティアの高
齢化や後継者不足、在り方を考えるきっか
けになって欲しいと考え、熱海芸妓見番を
お借りし、芸妓の皆様・まめっこ・あつお
に一日警察署⾧となっていただき、県下で
も初めての試みとして開催しました。

警察ボランティアの活動紹介

一日警察署長による防犯広報 警 察 業 務 紹 介

特殊詐欺防止寸劇

職務質問実演
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５ 特殊詐欺について

(1) 静岡県内の発生状況

令和５年中、静岡県内の被害状況は被害件数が353件で前年より63件減少し、被害総額
は約７億5,938万円で前年比約1億4,158万円減少しました。
特徴としては、息子や孫をかたるオレオレ詐欺が151件、3億7,145万円の被害が最も多

く、続いて還付金詐欺が83 件、約7,880万円の被害,架空請求詐欺が63件、約２億2,710万
円の被害、さらに、預貯金詐欺が36件、約4,860万円の被害と続いています。
最近ではキャッシュカードで現金を引き出すリスクを避け、自宅に現金を保管する

「たんす預金」の現金を狙う傾向にあります。侵入して盗まれる事や強取される危険性
が高いので注意が必要です。

オレオレ詐欺

151

還付金詐欺

83

架空料金

請求詐欺

63

預貯金詐欺

36

融資保証金詐欺 4

ギャンブル詐欺 1
キャッシュカード詐欺盗 15

静岡県

(2) 熱海警察署の発生状況

熱海警察署管内では被害件数が５件で前年比３件増加、被害総額は1,603万円で前年比
約1,460万円の増加でした。
手口としては息子や孫をかたるオレオレ詐欺が3件、1,053万円の被害が最も多くサイト

の料金が未納の為お金を要求する架空料金請求詐欺（被害額約525万円）と、医療費の還
付金がATMでもらえる還付金詐欺（被害額約25万円）となっています。
電話でお金やキャッシュカードの話が出たら詐欺です。サギ電話はあなたの家にも必

ずかかってきます。
対策としては①常時留守番電話設定にする。②ナンバーディスプレイで確認する。

③防犯機能付きの電話機を使用する。
などが効果的です。知らない人からの電話やメールには出ない事が一番です。

オレオレ詐欺

3

還付金詐欺

1

架空料金

請求詐欺

1

熱海署
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熱海警察署の被害概要

番 受理月 手 口 概 要

１ １月
オレオレ
詐欺

自宅の固定電話に息子をかたる男から「会社の荷物を間違えて

送ってしまった。今日中に振り込まないといけないのでお金を貸

して欲しい。」との電話があり、会社の上司の孫に現金350万円
を手渡した。翌日同じ男から、「現金の一部が旧札で使えな

い。」と言われ、再び現金120万円を手渡してしまった。

（80代女性）

２ ２月
オレオレ
詐欺

自宅の固定電話に孫をかたる男から「大事な書類を送り間違

えた。カードで決済をするのにお金を融通して欲しい。」と言わ

れ、孫の上司の甥を名乗る男に300万円を手渡した。次の日に追
加で110万円を孫の上司の姪を名乗る女に手渡した。

（80代女性）

３ ５月
還付金
詐欺

自宅に市役所職員を名乗る男から「保険の戻りがあります。

手続きをするのでキャッシュカードと通帳を持ってATMへ行って

ください。」と電話があり、男に指示されるままATMを操作し、
現金25万円を振り込んでしまった。

（60代女性）

４ ６月
架空請求
詐欺

以前、携帯電話でサイトの未払いがあると言われ、ギフト

カードで支払った事があり、その後「あなたが利用したアダルト

サイトがトラブルになっている。」と言われ、和解金として現金
525万円を宅急便で送ってしまった。

（50代男性）

５ 12月
オレオレ
詐欺

自宅の固定電話に息子を名乗る男から「お金用意できる？」

と言われ、昔お金を貸したことがあるので必要なのかなと思い、

取りに来た女性にキャシュカードを渡し、暗証番号も伝えてし
まった。後日銀行口座から173万円が引き出されていた。

（80代女性）

被害に遭わないポイント

１．現金・キャッシュカード

は渡さない！

２．暗証番号を教えない！

３．知らない電話には出ない！

４．お金の要求には答えない！

５．ATMで還付金は戻らない！



１ 刑法犯罪種別認知検挙状況（前年比較）

第７ 資料

熱海警察署

令和5年1月～令和5年12月 令和4年1月～令和4年12月

認知件数検挙件数

検挙人員

触法少年認知件数検挙件数

検挙人員

触法少年
総数

20歳以上
被疑者

少年 総数
20歳以上
被疑者

少年

総 数 167 97 81 78 3 166 88 65 58 7

凶
悪
犯

計 2 1 1 1 3 2 3 1 2

殺 人 1 1 1 1 1 1 1 1

強 盗 1 2 2

放 火

不 同 意 性 交 等 1 2

粗
暴
犯

計 31 31 38 38 33 24 21 21

凶 器 準 備 集 合

暴 行 22 22 26 26 20 15 13 13

傷 害 5 5 6 6 10 7 6 6

脅 迫 1 1 1 3 2 2 2

恐 喝 4 3 5 5

窃
盗
犯

計 101 36 25 22 3 72 32 29 25 4

侵 入 窃 盗 19 3 1 1 6

乗 り 物 盗 9 2 1 1 2 3 4 4

非 侵 入 窃 盗 73 31 23 20 3 64 29 25 25

知
能
犯

計 12 13 3 3 6 3 3 3

詐 欺 11 12 2 2 6 3 2 2

横 領 1 1 1 1 1

偽 造 1
汚 職

あ っ せ ん 利 得

背 任

風
俗
犯

計 5 6 4 4 20 19 2 2

賭 博

不同意わいせつ 1 1 1 18 17

公 然 わ い せ つ 1 1 1 1 2 2 2 2

わいせつ物頒布等 2 2

面 会 要 求 等

性的姿態撮影等処罰
法

2 2 2 2

そ
の
他

計 16 10 10 10 32 8 7 6 1

占有離脱物横領 2 2 1 1 1

公 務 執 行 妨 害 1 1 2 2 3 3 1 1

住 居 侵 入 4 2 3 3 9 3 4 3 1

略 取 誘 拐 ・ 人 身 売 買

器 物 損 壊 等 7 3 2 2 17 2 2 2

そ の 他 2 2 2 2 2
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２ 刑法犯罪種別認知件数の推移（平成26年～令和５年）

0

50

100

150

200

250
凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯

知能犯 風俗犯 その他

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

凶 悪 犯 3 2 0 1 1 1 3 2 3 2

粗 暴 犯 24 27 38 31 42 48 19 21 33 31

窃 盗 犯 189 226 149 131 137 157 119 92 72 101

知 能 犯 22 23 14 16 19 16 20 16 6 12

風 俗 犯 1 2 1 2 2 7 5 1 20 5

そ の 他 63 61 47 37 47 42 28 31 32 16

総 数 302 341 249 218 248 271 194 163 166 167
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３ 刑法犯交番等管内別認知件数の推移（平成30年～令和５年）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

H30 R1 R2 R3 R4 R5

南 熱 海 42 60 35 11 19 30

中 央 83 93 81 87 87 59

熱 海 駅 前 48 54 35 34 27 37

紅 葉 ガ 丘 41 42 20 20 16 27

伊 豆 山 24 15 15 10 11 9

泉 5 5 5 0 5 2

そ の 他 5 2 3 1 1 3

中央

熱海駅前

南熱海

紅葉ガ丘

伊豆山

泉

その他

※ 令和元年８月１日に、上多賀駐在所が南熱海交番に統合されているため、一部数値は、
南熱海交番と上多賀駐在所の件数を合算したものとなっています。
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112

81

55

80 78

106

87

95

58

78

8 6
9

4 5
10

5 6 7
3

0

20

40

60

80

100

120

20歳以上 少年

４ 刑法犯検挙20歳以上と少年の推移（平成26年～令和５年）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

総 数 120 87 64 84 83 1116 92 101 65 81

20歳以上 112 81 55 80 78 106 87 95 58 78

少 年 11(3) 9(3) 9 5(1) 5 23(13) 5 6 7 3(1)

※ ・少年の（ ）は触法少年
・少年の合計は、犯罪少年に触法少年を加えたもの
・総数及びグラフ上からは触法少年を除いている

（人数）
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30

36

17

34

43

24

32

19
18

32

0

4

1
2

3

0
1

0
2

1

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

総数 覚醒剤

５ 特別法犯及び覚醒剤取締法違反検挙の推移
（平成26年～令和５年）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

総 数 30 36 17 34 43 24 32 19 18 32

覚 醒 剤
取 締 法 0 4 1 2 3 0 1 0 2 1

（人数）
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11
9 9

5 5

23

5 6 7

3

0

5

10

15

20

25 人員

６ 刑法犯少年の推移（平成26年～令和５年）

年 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

人 員 11 9 9 5 5 23 5 6 7 3

（人数）

7 刑法犯少年学識別推移（平成26年～令和５年）

※ 少年の合計は、犯罪少年に触法少年を加えたもの

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

総 数 11 9 9 5 5 23 5 6 7 3

小 計 9 7 4 2 2 19 3 5 5 3

学
生
・
生
徒

小 学 生 0 1 0 1 0 12 00 0 0 0

中 学 生 6 6 3 1 2 2 0 2 0 2

高 校 生 1 0 1 0 0 4 3 2 5 1

そ の 他 2 0 0 0 0 1 0 1 0 0

有 職 少 年 1 1 4 2 1 3 1 1 1 0

無 職 少 年 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0

（人数）
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８ 熱海警察署管内の人身事故
（人が死亡又は負傷を負う交通事故）の状況
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(9) 交番・駐在所別にみた人身事故の状況

ー35ʷ

泉管内
３(+2)

伊豆山管内
１４(+1)

紅葉ガ丘管内
１７(-16)

駅前管内
２１(-4)

中央管内
４５(+9)

南熱海管内
３３(-4)

(  )内は前年対比

(8) 熱海警察署管内の物損事故
（人身事故以外の交通事故）の状況

物損事故件数 前年対比

令和５年 約1,650件 ＋180件（約）

令和４年 約1,470件 ＋260件（約）



９ その他

泉（駐） 伊豆山（交） 熱海駅前（交） 中央（交） 紅葉ガ丘（交） 南熱海（交）

(0465)
62-3110 80-3292 81-2587 81-6835 83-1787 68-0110

泉
の
一
部
（
本
区
、
ゆ
ず
り
葉
団
地
、
五
軒
町
、
中
沢
）

伊
豆
山
の
一
部
（
土
沢
、
姫
の
沢
を
除
く
地
域
）

泉
の
一
部
（
大
名
ヶ
丘
、
大
黒
崎
、
本
区
の
一
部
）

田
原
本
町
、
咲
見
町
、
桃
山
町
、
海
光
町
、
春
日
町
、

林
ガ
丘
町
、
上
宿
町
、
西
山
町
、

伊
豆
山
の
一
部
（
熱
海
ゴ
ル
フ
付
近
・
鉢
ア
ラ
ク
）

渚
町
、
中
央
町
、
銀
座
町
、
清
水
町
、
東
海
岸
町
、

和
田
町
、
昭
和
町
、
和
田
浜
南
町
、
初
島
、

熱
海
の
一
部
（
八
幡
山
、
曽
我
山
、
曽
ヶ
浦
、
桜
沢
、
日
向
山
）

紅
葉
ガ
丘
町
、
山
手
町
、
青
葉
町
、
桜
木
町
、
梅
花
町
、

桜
町
、
小
嵐
町
、
水
口
町
、
相
の
原
町
、
福
道
町
、
梅
園
町
、

西
熱
海
町
、
笹
良
ヶ
台
町
、
緑
ヶ
丘
町
、
日
金
町
、

熱
海
の
一
部
（
ひ
ば
り
ヶ
丘
、
自
然
郷
の
一
部
、
梅
花
山
、

長
畑
山
、
笹
尻
、
熱
海
梅
園
分
譲
地
、
下
松
田
、
笹
良
ヶ
台
、

林
ヶ
久
保
）

伊
豆
山
の
一
部
（
土
沢
、
姫
の
沢
）

下
多
賀
（
和
田
木
、
小
山
を
含
む
）
、
網
代
、
上
多
賀

交番等の主な受持ち地域

熱海警察署（本署） 電話 ８５ʷ０１１０
緊急の場合は 局番なし １１０番

※ （交）は交番、（駐）は駐在所です。

警察署各課の業務概要

警 務 課
（２階） 警察官募集、被留置者面会・差入れ（３階留置管理室）、総合相談

会 計 課
（２階） 遺失物・拾得物の取扱い、警察署・交番等の維持管理

生活安全課

（４階）

少年非行防止、防犯活動、経済・風俗・環境事犯の取締り、
風俗・質屋等の各種営業許可、銃砲刀剣類所持許可、
行方不明届出、生活安全相談等

地 域 課
（２階）

パトロール、交番・駐在所の管理・指導、祭典等の警備、
水難救助、地域安全活動

刑 事 課
（３階）

殺人・強盗・窃盗・詐欺等の犯罪捜査、覚醒剤・拳銃・暴力団取締り
鑑識活動等

交 通 課
（４階）

交通指導取締り、交通事故の捜査、交通安全施設の維持・管理、
交通安全教育、運転免許の更新事務等

警 備 課
（４階） テロ・ゲリラの取締り、警衛、警護、災害対策等
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警察の相談窓口

警察では、犯罪被害に遭われた方やそのご家族等から相談に応じるため、
各種の相談窓口を設けています。
一人で悩まず、一度相談してみませんか？

県警ふれあい相談室 054-254-9110(又は#9110プッシュ回線のみ）
各種犯罪・事故等により、悩んだり苦しんでいる方の相談に応じます。
＜受付時間＞月曜日～金曜日 8:30～17:15

警察署総合相談 県内28警察署（24時間受付）
各種犯罪・事故等により、悩んだり苦しんでいる方の相談に応じます。

県警ホームページ http://www.pref.shizuoka.jp/police/（随時受付）
ホームページ上で、各種相談・意見・要望等を受付けています。

性犯罪被害110番 0120-783870（又は#8103プッシュ回線のみ）
性犯罪被害に遭い、悩んだり苦しんでいる方の相談に応じます。（24時間受付）
（夜間や土日等の執務時間外は、男性警察官が対応する場合もあります。）

暴力相談専用電話 0120-548930
暴力団による犯罪被害、困りごと相談等について、捜査員が相談に応じます。
＜受付時間＞月曜日～金曜日 8:30～17:15

拳銃110番 0120-10-3774（24時間受付）
拳銃等違法銃器に関する相談及び情報について、捜査員が相談に応じます。

少年サポートセンター 0120-783410
犯罪被害や非行等の問題に悩んでいる少年や保護者からの相談に応じます。
＜受付時間＞月曜日～金曜日 8:30～17:15

警察署生活安全相談 県内28警察署（24時間受付）
ストーカー・家庭内暴力等の相談に応じます。

警察以外の相談窓口

認定NPO法人静岡犯罪被害者支援センター
054-651-1011＜受付時間＞月～金 10:00～16:00

静岡県性暴力被害者支援センターSORA
054-255-8710＜受付時間＞24時間受付
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